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はじめに

経ヶ岬灯台(今里ゼミ撮影)



日本の農業の現状

農家の高齢化や後継者不足

農家数の減少が深刻化

耕作放棄地が増加

4

※耕作放棄地とは

以前農地であったもので、過去1年以上作物を栽培せず、

そのうえ今後数年の改題に再び耕作する考えのない土地
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耕作放棄地の影響

5

災害防止

機能の低下

生態系の

変化

耕作に関する

知識の喪失

農地に対する無関

心に繋がり、農家

が長年培ってきた

農業に関する知識

が失われる危険性

がある。

周辺地域にも影響を及ぼす

土壌劣化による雨

水の貯蓄効果の低

下や、農業に関す

る施設などの管理

放棄により、災害

リスクが増加する。

雑草の繁茂が促進

され、農地と仕手

の質が低下し、近

隣の農地にも危害

を及ぼす。また、

獣害の拡大に繋が

る。
(野田ら 2011、板垣 2013)



6宇川地域の耕作放棄地(今里ゼミ撮影)

耕作放棄地の増加

利用できる農地の減少

中山間地域の主産業

である農業の衰退
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中山間地域の役割

耕地面積 総農家数 農業産出額

我が国の農業において重要な役割を担う

以下の分野において約4割を占めている



宇川地域の耕作放棄地(今里ゼミ撮影)

耕作放棄地の増加

私たちの暮らしに

直結する深刻な問題



研究の流れ

9

耕作放棄地対策として

圃場整備事業と

農業法人化を推奨

課題に焦点を当て、

持続可能な解決策

を提案

圃場整備事業と

農業法人化には

課題がある

圃場整備企業と

農業法人化が

有効であるか検証
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いい感じの写真

02
今里ゼミの活動
宇川地域の概要

今里田(今里ゼミ撮影)



今里ゼミの活動

ゼミのテーマ

持続可能な地域の在り方
について自治・協働の

観点から考える

梅ジャム製造(今里ゼミ撮影) フォトコンテストの開催
(今里ゼミ撮影)

山整備(今里ゼミ撮影) 水路掃除(今里ゼミ撮影)

今里田での稲刈りイベント
(今里ゼミ撮影)

地域住民との交流
(今里ゼミ撮影)

今里田プロジェクト・・・食を通じた地域の魅力発信

自然交流プロジェクト・・豊かな自然を活かした市民交流

情報発信プロジェクト・・宇川地域の情報発信

3つのプロジェクト活動

10年間にわたる毎月のフィールドワークを実施

地域活動

11



宇川地域の概要

京丹後市

宇川地域

京丹後市丹後町 宇川地域
上宇川

鞍内

遠下

井谷

畑

中野

井上

平

下宇川

上山

谷内

上野

久僧

中浜

尾和

袖志

計14集落
12

人口約1100人



15.3％

20.1％

21.5％

2005年 2010年 2015年

宇川地域の耕作放棄地の推移

25ha

33ha

10年間で8ha増加

全国の増加率を上回る

13



ヒアリング概要

14

対象者 宇川住民、京丹後市職員など

調査方法 対面もしくはオンライン

目的
宇川地域における耕作放棄地の現状、
発生原因、対策と見通しの把握

人数 27人

実施期間 2024年2月~10月



耕作放棄地の発生要因

15

資源・立地的要因 ・水源の確保が難しい

人的要因
・人口減少、少子高齢化による農業従事者の減少
・農家の８~９割が耕作放棄地の発生を仕方ないと考えている
・リーダー的存在がいない

経済的要因
・米の買取価格低下による農家の収入減少
・肥料や農薬、農機具の価格高騰

社会・制度的要因 ・耕作放棄地状態の農地所有者のほとんどが宇川に住んでいない

政策的要因 ・減反政策などの生産調整

その他の要因
・行政が実施する制度の理解が追いついていない
・獣害による農作物の被害

(板垣 2013、ヒアリングを元に今里ゼミ作成)



03
圃場整備と
農業法人化

今里田(今里ゼミ撮影)



圃場整備とは

用排水路、土壌、道路などの営農環

境を総合的に整備する
基盤整備

農業生産の効率化が図られる

区画整理
小さな農地を大きく成形された区画

に再編成する



圃場整備の効果

18

資源・立地的要因 ・用排水施設が整備される事で水管理が省力化が図られる

人的要因 ・大型機械の導入で稲作労働時間が半減し、農業者の負担が減る

経済的要因

・稲作の生産費が2/3に軽減される
・耕地面積の拡大により稲作の収量増加が図られる
・暗渠排水(あんきょはいすい)により湿田が解消することで、
転作作物の収量増加が図られる

社会・制度的要因 ・土地の境界や権利関係が明確になる

政策的要因 －

その他の要因 ・獣害を引き起こす動物の隠れ場所が減少する

(ヒアリング、農林水産省を元に今里ゼミ作成)



圃場整備の効果の分析
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水田全国平均 圃場整備事業完了地区

19

基盤整備実施地区における耕作放棄地の発生状況

耕
作
放
棄
地
率(

％)

6.0

0.2

圃場整備事業完了後10年

経過した地区の耕作放棄地

の発生率は0.2％である

0.2 発生防止に効果がある



農業法人とは

20

圃場整備後の農地の担い手として法人

を設立する事で、農地の集約化が促進

され、計画的な土地利用が可能になる。



農業法人の効果

21

取引信用力の向上

収益性の向上

新たな人材確保

助成金の確保

・継続的に農地維持が

しやすくなる

・耕作放棄地の再発防止

に効果的
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農業法人化圃場整備

耕作放棄地の解消・再発防止に効果的
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いい感じの写真

04
宇川アグリ
の検証

宇川アグリの農地(今里ゼミ撮影)
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圃場整備後に農業法人が設立宇川アグリ株式会社



宇川アグリ株式会社の概要

25

設立年 2020年1月

人数 役員:７人

設立背景
耕作放棄地が増加する中で、農地を守るために圃場整
備を行うこととなり、地元負担金をなくすための条件
として法人設立

作付種類 水稲(稲WCS､コシヒカリ､京の輝き)

作付面積
総面積：21.8ha(以下内訳)

稲WCS：13.2ha､コシヒカリ：7.6ha､京の輝き：1ha

農地を守るため
地元負担金をなくすため



耕作放棄地の解消・発生抑制に貢献

農地集積による

耕作放棄地の解消

圃場整備事業の

地元負担金ゼロ

柵の設置などの

獣害対策

農地所有者の

維持・管理の削減

宇川アグリの効果

26



宇川アグリの農地経営

稲WCS
6割

コシヒカリ
3.5割

京の輝き0.5割

約13.2ha

約7.6ha

約1ha

稲WCSのロール(今里ゼミ撮影)

27

稲WCS
6割



稲WCS中心経営の実態

28

利点

・他の作物と比較して助

成金の交付割合が高い

・収穫作業が不要

・助成金を得て黒字化

→十分な収益獲得×

・今後交付割合が減少

・牧場が買取削減の意向

問題点

収益不足の問題はさらに顕著に表れてくる



宇川アグリの経営課題
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収入と支出がほぼ同じ

→雇用創出のための十分な金銭的余裕がない



農業法人の収益不足による弊害

30

農業法人の
経営難

後継者への
投資不足

農業法人の
収益不足

耕作放棄地の再発リスクを高める

営農意欲の低下



稲WCSの作付けに
頼らざるを得ない

十分な収益が
確保できない

担い手が足りない

機械設備が
不足している

販路開拓が困難

収益性の高い

栽培ができない

機械への投資が
出来ない

雇用への投資
ができない

課題の要因分析

収益不足は他の課題にも連鎖的に影響
31



稲WCSの作付けに
頼らざるを得ない

十分な収益が
確保できない

担い手が足りない

機械設備が
不足している

販路開拓が困難

収益性の高い

栽培ができない

機械への投資が
出来ない

雇用への投資
ができない

課題の要因分析

32



・役員数は7人

・最年少は57歳

・ほとんどが高齢者

→後継者となりえる若者がいない

宇川アグリの経営課題

33
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持続可能な農地利用と
経営計画の見直し



05
政策提案

田んぼごしの海(今里ゼミ撮影) 35
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課題の要因分析

稲WCSの作付けに
頼らざるを得ない

十分な収益が
確保できない

担い手が足りない

機械設備が
不足している

販路開拓が困難

収益性の高い

栽培ができない

機械への投資が
出来ない

雇用への投資
ができない
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課題の要因分析

稲WCSの作付けに
頼らざるを得ない

十分な収益が
確保できない

担い手が足りない

機械設備が
不足している

販路開拓が困難

収益性の高い

栽培ができない

機械への投資が
出来ない

雇用への投資
ができない

現状の人数でも栽培可能な高収益が

期待できる手法があるのでは？
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対象者 日本海側の中山間地域に位置する農業法人

調査方法 電話もしくはメールでの回答

目的 宇川アグリに適した手法を検討するため

法人数 33法人

実施期間 2024年10月

調査概要

※一部、データが差し替わりました



従業員が増加した法人の取り組む手法

39

宇川アグリの労働力で

収益を向上させられる

効果的な手法

高収益作物

多品目栽培

米のブランディング

有機栽培
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高収益作物

米のブランディング

多品目栽培

有機栽培
他の作物に比べ、単価が高い。

リスクが分散される。

生態系のバランスを崩さない。

差別化を図ることが出来る。



収益を向上させるために

41

米

収益の向上

付加価値創出

・少ない栽培面積でも高い収益

・農業経営の安定化や事業拡大

高収益作物



宇川地域に適した高収益作物

42

単価が高い

加工に適している

宇川地域の気候に
適している

労働時間が短い



ぶどうの適正
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・ぶどうは耐塩性、耐風性に優れている

→宇川地域特有の海風に適している

・糖分が凝縮された濃厚で風味豊かな

ぶどうが育つことができる。

出典：JAグループHP



ぶどうの適正

44

・ぶどうは耐塩性、耐風性を有している

→気候条件に適している

・糖分が凝縮された濃厚で風味豊かな

ぶどうが育つことが期待できる。

出典：JAグループHP

地域の特性を活かす

独自性のある栽培が期待できる
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米とぶどうのハイブリッド経営

48



稲WCS
約13.2ha

コシヒカリ
約7.6ha

京の輝き 約1ha

49

ぶどう 1ha

＋1200万円
          宇川アグリの売上高

1700万円
ぶどう1haの売上見込

約2900万円
期待できる売上高

＝

新たに
増える

4ha



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

稲WCS

コシヒカリ
京の輝き

ぶどう

栽培スケジュール

50

：繁忙期

ぶどうと稲作の繁忙期が被らない



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

稲WCS

コシヒカリ
京の輝き

ぶどう

栽培スケジュール

51

：繁忙期

地域の方3名の力を借り

繁忙期の労働力を確保
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稲WCS中心の経営

米とブドウのハイブリッド経営

大幅な収益向上が期待できる
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いい感じの写真

06
持続可能な
宇川地域に
向けて

宇川のお米(今里ゼミ撮影)



収益向上による効果

54

・経営の安定化

・農地の維持や拡大

・後継者の確保や育成



後継者の確保や育成
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農業大学校 宇川アグリ

インターンシップ

後継者の確保

後継者を確保し、担い手として育成

→宇川アグリの持続可能性の実現



宇川地域への効果

トライアングルの形成

・宇川アグリによるぶどうの生産

・宇川加工所によるぶどうの加工

・宇川温泉の売店などによる商品の販売

56

生産

加工販売
経済的利益をもたらす



宇川地域への効果

57

地域活性化を担う

大きな力に変わる

地域コミュニティ

の結束が強化される

協力

生産

加工販売



宇川地域への効果
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伊根町宇川地域

宇川に立ち寄る観光客が少ない

間人



宇川地域への効果
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・収穫体験

→ぶどう商品の購買意欲向上

・参加者の収穫体験

→宇川アグリの労働力削減

・宇川温泉と連携

→観光客の誘致が促進

観光農園



宇川地域への効果

60

・収穫体験によりぶどう商品

→購買意欲向上

・参加者の収穫体験により

→労働力の削減

・宇川温泉と連携することで

→観光客の誘致が促進

観光農園

観光による地域の発展



宇川地域外への魅力発信

伏見区でのマルシェ
都市と農山村を
つなげるイベント

牧場

企業とのコラボ

市場拡大に貢献

企業とつなげる役割

関係人口
増加に寄与 61



持続可能な宇川地域

高収益作物の栽培をきっかけに地域全体で取

り組みを進めることで宇川地域の魅力向上と

持続可能な地域づくりを目指す。

62



07
おわりに

今里米(今里ゼミ撮影)



おわりに

64

・耕作放棄地の減少には、「圃場整備と農業法人」の効果を継

続させるために「農業法人の収益の向上」が必要であること

がわかりました。

・宇川アグリの場合、「高収益作物の栽培」を採用しましたが、

収益の向上だけでなく、6次産業化や観光にも発展することが

期待できます。



おわりに

65

・農業法人の持続可能な経営は、耕作放棄地の解消だけでなく、

地域の活性化にも効果をもたらし、持続可能な地域づくりに

つながると私たちは考えます。

・地域を巻き込んだ宇川アグリの農業経営が、全国の共通課題

である耕作放棄地の解消に向けたモデルとなり、全国に波及

していくことを願います。
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